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 近年、ヒトに対する様々な健康効果が明らかにされ、一般消費者の間

でもブームとなっているプロバイオティクス。その基本的な作用メカニズ

ムは、彼らが腸管へアクセスすることから始まります。本講演では、世界

で最も研究されているプロバイオティクス乳酸菌：Lactobacillus 

rhamnosus GG（LGG）を中心に、「プロバイオティクスとは何か？」というこ

とから、プロバイオティクスが腸管上皮バリア機能へ与える作用や効果

を広く紹介します。 


